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講義内容 

 

・ 磁気モーメントのポテンシャルエネルギーと熱エネルギー 

  外部磁場が印加されたときの磁気モーメントのポテンシャルエネルギーからモー

メントは磁場の向きを向こうとするが，熱エネルギーによる擾乱を受ける． 

 

・ 常磁性とランジュヴァン関数 

  磁気モーメント間に磁気的相互作用が働かない場合には上記の磁気的なポテンシ

ャルエネルギーと熱エネルギーとからモーメントが磁場の向きを向く確率が決まる．

これを計算すると磁場の向きを向く磁化の大きさの印加磁場依存性はランジュヴァ

ン関数と呼ばれる関数で表される．外部磁場が印加されていないときには磁化は０で

ある． 

 

・ 強磁性と分子磁場 

  外部磁場を印加しなくても磁気モーメントの向きがそろっている状態が実現され

ている．磁気モーメントの向きをそろえるのに必要な磁場が仮想的に印加された状態

と考えたとき，その内部に働く磁場を分子磁場と呼ぶ． 

 


